
   関東学院大学社会学部履修規程 
（２０１５年３月１９日制定） 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、関東学院大学学則（以下「学則」という。）に基づき、社会学部における履修 

に関し、必要な事項を定める。 

２ 本学部における学修については、学則によるほか入学年度の履修規程によることを原則とする。 

 （授業科目の区分） 

第２条 授業科目は、共通科目及び専門科目で構成する。 

２ 共通科目は、キリスト教科目・キャリアデザイン科目・教養科目・リテラシー科目・保健体育科

目・外国語科目（第一外国語・第二外国語・海外語学研修科目）・地域志向科目に区分する。 

第３条 授業科目は、必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科目に区別し、その用語の意義は 

それぞれ次の各号の定めるところによる。 

（１） 必修科目 卒業要件として必ず履修のうえ修得しなければならない科目をいう。 

（２） 選択必修科目 指定された授業科目の中から選択のうえ履修し、修得しなければならない 

科目をいう。 

（３） 選択科目 任意に選択のうえ履修し、修得した単位は卒業要件に算入できる科目をいう。 

 （４） 自由科目 成績評価・単位の認定は行うが、卒業要件には算入できない科目をいう。 

 （単位制度） 

第４条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考

慮して、おおむね１５時間から４５時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって１単位とし

て単位数を計算するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの学

修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考

慮して単位数を定めることができる。 

３ 授業時間は、９０分をもって２時間とみなし、１００分１４週の授業をもって３０時間とみなす。 

４ 授業科目に対する単位数及び必修・選択必修・選択の区別は、授業科目配当表に定めるところ 

 による。 

 （履修登録） 

第５条 学生は、その年度の春学期及び秋学期に履修しようとするすべての授業科目を所定の期日ま 

でに履修登録しなければならない。ただし、秋学期はじめには、履修登録科目の修正を認める。 

２ 学部が指定する履修科目を除き、春学期及び秋学期の定められた期間に履修登録科目の取消しを

申請することができる。なお、履修取消しをした科目の代わりに新たに科目を履修することはでき

ない。 

３ 所定の履修登録期日以降は、原則として履修登録を認めない。ただし、登録遅延の理由について、 

学部長が止むを得ない事情があると認めた場合に限り、履修登録を認めることがある｡ 

４ 前項ただし書きの場合でも、春学期及び秋学期の全授業期間の３分の１を経過したときは認める 

ことができない。 

 （履修登録単位数の上限） 

第６条 各セメスターにおいて履修できる単位数は、次の通りとする。 

  ２０１９年度以降入学生 

セメスター 第1ｾﾒｽﾀｰ 第2ｾﾒｽﾀｰ 第3ｾﾒｽﾀｰ 第4ｾﾒｽﾀｰ 第5ｾﾒｽﾀｰ 第6ｾﾒｽﾀｰ 第7ｾﾒｽﾀｰ 第8ｾﾒｽﾀｰ 

上限単位数 ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２４ ２４ 

 

  ２０１８年度以前入学生 

セメスター 第1ｾﾒｽﾀｰ 第2ｾﾒｽﾀｰ 第3ｾﾒｽﾀｰ 第4ｾﾒｽﾀｰ 第5ｾﾒｽﾀｰ 第6ｾﾒｽﾀｰ 第7ｾﾒｽﾀｰ 第8ｾﾒｽﾀｰ 

上限単位数 ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ 

 

２ 諸課程（教職・司書・司書教諭）で開講される科目の単位は、この履修登録単位数の上限には算

入しない。 

 （履修未登録科目の無効） 

第７条 履修登録していない授業科目は、受講して試験を受けても無効である。 



 （履修登録後の科目登録変更） 

第８条 履修登録は、各学期の所定期日以後の追加又は変更は、原則として認めない。 

 （クラス指定科目の履修） 

第９条 クラス指定のある授業科目は、指定クラス以外で履修することは、原則として認めない。 

 （履修登録の配当セメスター制限） 

第１０条 上級セメスターに配当されている授業科目を、下級セメスターの学生が履修することはで 

きない。 

 （重複登録の禁止） 

第１１条 同一講時に、２科目以上の授業科目を登録した場合は、それらの科目は、履修登録を無効 

とする。 

 （授業科目の受講定員） 

第１２条 指定した授業科目に限り、受講定員を設ける場合がある。この場合には、履修登録以前の 

所定の日時に予備登録をしなければならない。 

 （単位の認定） 

第１３条 履修登録科目の単位認定は、試験又はレポート等によって行う。 

（１） 試験については、別に定める試験規程による。ただし、実習及び実技については、平素の 

実習及び実技の状況を考慮して認定することがある。 

（２） 修得した単位の取り消しは認めない。 

（３） 成績表は、春学期及び秋学期のはじめに配付する。 

 （ＧＰＡの算出方法等） 

第１４条 グレード・ポイント・アベレージ（以下「ＧＰＡ」という。）は、成績評価について「秀」

を４、「優」を３、「良」を２、「可」を１、「不可」を０に換算した値をそれぞれの評価点とし、各

授業科目の評価点にその単位数を乗じて得た値の合計を履修登録科目の総単位数で除して算出する。 

２ ＧＰＡの算出には、成績評価が「認」、「合」の科目、諸課程開講科目及び第５条第２項に該当す

る科目の単位数は含まない。 

 （成績の評価） 

第１５条 試験の成績は、秀・優・良・可・不可であらわし、可以上を合格として単位の修得を認め、 

 不可は認めない。 

 （成績に関する質問） 

第１６条 成績評価の記載事項に疑義のある場合は、成績表配付の日（履修指導の日）から１４日以 

内に速やかに教務課へ申し出るものとする。 

（履修方法） 

第１７条 学生は、別表の定める履修方法により履修し、１２４単位以上を修得しなければならない。 

２ 授業科目の履修に関する要件は、別に定める。 

 （自主選択学修の単位） 

第１８条 授業科目の区分ごとに定める履修単位数とは別に、卒業要件として認める自主選択学修の

単位数を定める。 

２ 自主選択学修の単位数及び対象となる授業科目については別に定める。なお、授業科目の区分の 

枠にとらわれずに自主的に選択履修した科目は、自主選択学修の単位数に含める。 

 （卒業の要件） 

第１９条 本学部に４年（８セメスター）以上在学し、第１７条第１項に定める履修方法により  

１２４単位以上を修得するものとする。ただし、自由科目の単位は、これに算入することはできな

い。 

２ 学則第９条の２第２項に規定する授業の方法により修得した単位については、６０単位を限度に

前項の卒業要件として認定し、これを超えた単位は自由科目として認定する。 

 （学位の授与） 

第２０条 前条による所定の卒業要件を満たした者には、教授会の議を経て、関東学院大学学位規則

に定めるところにより、学士（社会学）又は学士（社会福祉学）の学位を授与する。 

２ 前条に規定する学士（社会福祉学）の学位は、所定の卒業要件を満たし、かつ社会福祉士国家試

験の受験資格を取得するために必要な指定科目の全てを修めた者に授与する。 

 （副専攻制度及びインスティテュート制度の履修） 

第２１条 本学部学生は、他学部が設置する副専攻制度及びインスティテュート制度に設けられてい

る授業科目を履修することができる。修得した科目の単位は、自主選択学修の単位として取扱う。 



 （他学部での履修） 

第２２条 他学部で修得した科目の単位は、指定されている科目に限り、所定の他学部受講届を教務

課に提出することにより、卒業資格に必要な単位として認める。 

２ 指定されていない他学部科目を履修する場合は、所定の他学部受講願を、教務課に提出し、許可

を得なければならない。 

 （海外語学研修の単位認定） 

第２３条 国際感覚の涵養と語学力の一層の向上を目的として、本学の国際センターが主催する語学 

研修を修了した者に対して、在学中１言語につき１語学研修のみ単位を認定する。 

２ 前項の単位は、当該学期の履修登録制限単位数に算入しない。 

３ 単位認定の手続きは、語学研修終了後、本人が指定期間内に次の各号の書類を教務課に提出して

申請するものとする。 

（１） 海外語学演習単位認定申請書 

（２） 各語学研修先が発行する修了証明書又はそれに準ずるものの写し 

 （インターンシップの単位認定） 

第２４条 本学部が認めるインターンシップについてのみ単位として認定することができる。 

２ 前項の単位は、当該学期の履修登録制限単位数に算入しない。 

 （留学により修得した単位の認定） 

第２５条 別に定める「学生の外国留学に関する規程」に基づき、留学により修得した単位は、本学

部の単位として認定することがある。 

 （大学院の科目の履修と単位の認定） 

第２６条 学部と大学院の連携を深めるため、大学院文学研究科博士前期課程設置科目の履修をする

ことができる。大学院特別履修生として、大学院で認定された単位については、学部の修得単位と

して認定することができる。 

 （本学と単位互換協定を結んだ他大学における修得単位の認定） 

第２７条 本学と単位互換協定を結んだ他大学で単位互換履修生又は単位互換特別履修生として修得

した単位については、別に定める申し合わせに基づいて行う。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第２８条 文部科学大臣の定めるところにより、技能審査等の認定評価等については、別に定める一

覧表及び認定基準に基づき、学部の履修科目として単位認定することがある。 

 （新入生の既修得単位の認定） 

第２９条 大学又は短期大学を、卒業又は中途退学し、新たに本学部の第１年次に入学した学生の既

修得単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）については、３０単位までを本学部の単位と

して認定することがある。 

２ 本学と教育交流を行う高等学校の生徒が、本学特別履修生として修得した科目については、本学 

入学後、単位を認定することがある。 

３ 認定を希望する場合は、入学年度の履修登録期間開始日前までに教務課に申し出なければならな

い。 

 （他大学等における修得単位の認定） 

第３０条 本規程第２５条から第２９条に規定した制度によって修得した単位は、６０単位を限度に

本学部において修得したものとみなして、単位認定することができる。 

 （他大学での履修） 

第３１条 他大学における各年次各学期別の単位の履修は、第６条に定める履修登録単位数の上限を

超えないものとする。 

 （転部・再入学・復学者の履修） 

第３２条 転部または再入学者の場合の履修については、原則として、転入、再入学年次の履修規程

を適用する。 

２ 休学者が復学する場合の履修については、原則として、入学時の履修規程を適用する。 

 （編入学生の履修） 

第３３条 編入学生の履修については、編入学年次の履修規程によるものとする。 

 （編入学生の既修得単位の認定） 

第３４条 編入学前の大学又はこれと同等の学校で修得した単位（科目等履修生として修得した単位

を含む。）については、別に定める申し合わせに基づいて本学部の単位として認定する。 

２ 海外指定校推薦型編入学者選抜又は海外特別編入学者選抜により本学部に編入学する場合、前項



に規定するほか、別に定める申し合わせに基づいて本学部の単位として認定する。 

 （ゼミナールの履修） 

第３５条 ゼミナールは、あらかじめ行われる履修予備登録において担当教員の承認を得た者が、履 

修登録をすることができる。なお、転部生、編入生については、履修登録に先立って担当教員の 

承認を得るものとする。 

２ 専門ゼミナール、卒論ゼミナールは原則として同一担当教員のもとで、継続して履修するものと 

する。 

第３６条 第６セメスター末における修得単位数と第７セメスター及び第８セメスター履修登録単位

数の上限の合計が卒業資格単位数を満たしている者には、卒業見込証明書を発行する。 

（規程の改廃） 

第３７条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長が行う。 
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関東学院大学の「成績評価基準」について 
 

   成績評価は次の基準により行われます。 
 

評 語 点  数 

秀 １００～９０点 

優 ８９～８０点 

良 ７９～７０点 

可 ６９～６０点 

不可 

５９～  ０点 
 

欠…試験欠席・ﾚﾎﾟｰﾄ未提出 

失…出席不良 
 

 

        秀、優、良、可を合格とし、不可を不合格とします。 

 

 

 

シラバスでの成績評価の記載 
 

 本学では、ＫＧＵポータルシステムから検索できるＷＥＢシラバスに「成績評価方法・基準」

と「ルーブリック」を記載しています。 

ルーブリックは「評価基準表」とも呼ばれる表のことで、講義や演習における学生の「パフォ

ーマンス（学習の成果）」を評価するために使われるものです。 

表（1 つ 1 つのセルの中に書かれた評価基準）をよく見て、「講義や演習でどのような成果が

求められているのか」を理解し、自身の学習の質を高めるのに活用しましょう。 

 

 


